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八や

坂さ
か

神じ
ん

社じ
ゃ

の
二に

本ほ
ん

杉す
ぎ

指　

定　

昭
和
三
十
六
年
三
月
二
十
二
日

所
在
地　

い
わ
き
市
遠
野
町
入
遠
野
字
天
王

所
有
者　

八
坂
神
社

入
遠
野
の
天
王
川
に
沿
っ
て
進
む
と
、
右
前
方
に
八
坂
神
社
の
杉
の
森

が
見
え
て
く
る
。う
っ
そ
う
と
し
た
昼
で
も
暗
い
参
道
両
側
の
杉
並
木
は
、

樹
齢
二
〇
〇
～
三
〇
〇
年
以
上
の
大
木
で
、
参
道
は
夏
で
も
冷
気
の
た
だ

よ
う
荘
厳
な
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
て
い
る
。

境
内
西
側
の
斜
面
に
並
ん
だ
大
木
が
二
本
杉
で
あ
る
。
南
側
の
も
の
は

樹
高
三
二
・
五
ｍ
、
胸
高
幹
回
り
六
・
一
四
ｍ
、
根
周
り
八
・
六
二
ｍ
。

北
側
の
も
の
は
樹
高
三
二
・
五
ｍ
、
胸
高
幹
回
り
六
・
二
二
ｍ
、
根
回
り

九
・
一
二
ｍ
の
大
木
で
あ
る
。
樹
幹
は
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
、
枝
は
太
く
四

方
に
広
が
り
、
葉
も
毛
槍
の
ふ
さ
の
よ
う
に
枝
端
に
た
く
さ
ん
つ
き
良
く

繁
っ
て
い
る
。
樹
冠
も
楕
円
状
円
錐
形
に
な
っ
て
い
る
。
樹
皮
は
古
木
ら

し
く
縦
に
裂
け
、
根
元
は
と
も
に
並
ん
で
斜
面
に
広
が
っ
て
樹
勢
は
盛
ん

で
あ
る
。

ス
ギ
の
大
木
は
各
地
に
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
損
傷
し
て
い
る
場
合
が
多

く
、
本
樹
の
よ
う
に
ス
ギ
本
来
の
姿
を
擁
し
て
い
る
の
は
少
な
い
。
樹
齢

一
、一
〇
〇
年
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
実
際
は
不
明
で
あ
る
。

ス
ギ
は
日
本
特
産
の
樹
木
で
、
温
・
暖
帯
に
分
布
す
る
。

ス
ギ（
ス
ギ
科
）

い
わ
き
市
内
で
は
、
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
と
共
に
新
生
代
の
地
層
か
ら
化
石

と
し
て
出
土
す
る
。
日
本
全
国
に
分
布
す
る
が
、
天
然
林
は
少
な
い
。
葉

は
小
形
の
鎌
状
針
形
で
、螺
旋
状
に
並
ん
で
い
る
。
雌
雄
同
株
の
植
物
で
、

雄
花
は
前
年
の
枝
の
先
端
に
つ
き
、
雌
花
は
前
年
の
枝
の
先
に
一
個
ず
つ

つ
く
。
天
然
ス
ギ
に
は
表
日
本
ス
ギ
と
裏
日
本
ス
ギ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

基
に
植
林
に
適
す
る
多
数
の
品
種
が
育
成
さ
れ
て
い
る
。
和
名
の「
ス
ギ
」

は
「
真
っ
直
ぐ
の
木
」
か
ら
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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い
わ
き
市し

入い
る

間ま

沢さ
わ

産さ
ん

ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
と

ノ
コ
ギ
リ
エ
イ
の
化か

石せ
き

指　

定　

平
成
三
年
三
月
二
十
二
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
向
田

（
い
わ
き
市
石
炭
・
化
石
館
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

中
生
代
・
白
亜
紀

昭
和
四
十
三
年
、
い
わ
き
市
大
久
町
板
木
沢
の
玉
山
層（
約
八
千
万
年
前
）

か
ら
採
取
さ
れ
た
海
棲
爬
虫
類
の
骨
化
石
を
手
が
か
り
に
し
て
、
国
立
科

学
博
物
館
が
二
年
に
わ
た
る
大
規
模
調
査
を
行
い
、「
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ

ュ
ウ
」
と
よ
ぶ
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
化
石
を
発
掘
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
に
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
は
、
大
久
町
入
間
沢
の
玉
山

層
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
多
量
の
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
の
骨
格
や
歯し

牙が

の
ほ

か
に
、
魚
類
・
軟
体
動
物
類
・
コ
ハ
ク
な
ど
の
化
石
を
採
集
し
た
。

魚
類
化
石
の
中
に
は
ノ
コ
ギ
リ
エ
イ
の
鼻
吻
の
ト
ゲ
が
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
の
ト
ゲ
は
こ
れ
ま
で
に
採
集
さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
く
つ
か
の
点

で
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
の
特
徴
は
、
歯
の
形
で
は
歯
冠
部
が
直
線
的
で
あ
り
、
歯
根
部
は
粗

削
り
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
切
縁
は
前
部
表
面
に
丸
み
が
あ
り
後
部
表

面
が
鋭
利
に
平
ら
に
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
楯じ
ゅ
ん

鱗り
ん

の
接
着
面
が
他
の
種

類（
属
）と
違
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
こ
の
化
石
は
、

エ
イ
の
仲
間（
目
）の
ス
ク
レ
ロ
リ
ン
ク
ス
科
の
新
種
と
さ
れ
、
上
野
輝

彌
・
長
谷
川
義
和
両
博
士
に
よ
り
、
イ
ス
キ
ラ
イ
ザ
・
イ
ワ
キ
エ
ン
シ
ス

と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
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い
わ
き
市し

上か
み

高た
か

久く

産さ
ん

ス
テ
ゴ
ロ
フ
ォ
ド
ン
象ぞ
う

の
下か

顎が
っ

骨こ
つ

化か

石せ
き

指　

定　

平
成
三
年
三
月
二
十
二
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
向
田

（
い
わ
き
市
石
炭
・
化
石
館
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

中
生
代
・
白
亜
紀

こ
の
化
石
は
、
昭
和
六
十
年
七
月
い
わ
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
造
成
地
内
か

ら
発
見
さ
れ
た
。

化
石
が
発
見
さ
れ
た
地
層
は
、
白
土
層
群
中
山
層
吉
野
谷
凝ぎ
ょ
う

灰か
い

角か
く

礫れ
き

岩が
ん

部ぶ

層そ
う

で
、
新
生
代
新
第
三
紀
中
新
世（
約
一
、五
〇
〇
万
年
前
）の
浅
い
海

底
か
河
口
付
近
で
堆
積
し
た
地
層
で
あ
る
。

ス
テ
ゴ
ロ
フ
ォ
ド
ン
ゾ
ウ
は
、
日
本
国
内
か
ら
産
出
し
た
ゾ
ウ
の
化
石

の
な
か
で
最
も
古
い
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
絶
滅
し
た
マ
ス
ト
ド
ン
と
い

う
ゾ
ウ
の
仲
間
で
あ
る
。
こ
の
ゾ
ウ
は
、
中
国
・
ビ
ル
マ
・
日
本
な
ど
の

ア
ジ
ア
地
域
で
発
見
さ
れ
、
国
内
の
発
見
地
は
、
宮
城
県
・
茨
城
県
・
富

山
県
と
い
わ
き
市
の
四
ヶ
所
で
あ
る
。
い
わ
き
市
か
ら
は
、
国
内
最
多
の

九
点
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
指
定
さ
れ
た
ス
テ
ゴ
ロ
フ
ォ
ド
ン
ゾ

ウ
化
石
に
は
、
下
顎
骨
に
左
右
二
個
ず
つ
の
臼
歯
と
、
先
端
部
に
は
二
本

の
切
歯（
牙
）が
あ
る
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。

昭
和
六
十
三
年
に
は
こ
の
化
石
を
基
準
に
し
て
、
臼
歯
に
よ
っ
て
い
く

つ
か
の
学
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
国
内
産
出
の
ス
テ
ゴ
ロ
フ
ォ
ド
ン
ゾ
ウ

臼
歯
化
石
の
比
較
研
究
が
な
さ
れ
、
上
下
、
左
右
、
成
幼
体
、
雌
雄
に
つ

い
て
分
類
が
可
能
と
な
っ
た
。

同
時
期
に
生
棲
し
て
い
た
ゾ
ウ
に
は
ゴ
ム
フ
ォ
テ
リ
ウ
ム
ゾ
ウ
が
い
る

が
、こ
れ
は
臼
歯
が
下
か
ら
上
に
生
え
変
わ
る
垂
直
交
換
型
で
あ
る
の
に
対

し
て
ス
テ
ゴ
ロ
フ
ォ
ド
ン
ゾ
ウ
は
、現
生
の
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
・
ア
ジ
ア
ゾ
ウ

と
同
じ
く
、後
か
ら
前
に
臼
歯
を
押
し
出
し
て
生
え
変
わ
る
水
平
交
換
型
で

あ
る
。ま
た
、
下
顎
骨
に
も
切
歯
が
あ
る
こ
と
も
初
め
て
わ
か
り
、切
歯
が
消

失
す
る
こ
と
が
進
化
の
過
程
と
す
れ
ば
、こ
の
化
石
は
近
代
化
に
向
か
う
以

前
の
も
の
と
し
て
、ゾ
ウ
の
進
化
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
資
料
と
い
え
る
。


